みんなが、自分自身とお互いを認め合い、尊重し合える社会を願って

福岡市手をつなぐ育成会保護者会
会長　下山　いわ子
知的障がいや発達障がいの擬似体験をとおした障がい理解の啓発活動	Comment by いわ子 下山: 今回の全体の副題　です。
　「手をつなぐ応援隊」というチームで、知的障がいや発達障がいの擬似体験を通した、障がい理解の啓発活動を始めて、約5年になります。知的障がいや発達障がいのある子どもをもつ保護者がメンバーです。「依頼は断らない、ひとりの参加者から出向く。わかりやすくて楽しい講座」をモットーに、講演回数は145回ほど、参加者は4700人余となりました。
　おかげさまで福岡県内外さまざまな場所に出向いています。出向き先は、公民館での人権研修や小・中・高等学校、大学、専門学校、福岡県警察学校で障がい理解授業。民生委員・児童員研修やボランティア養成講座、議員の方向けや行政職員研修、福祉事業所職員研修、企業、サークル等です。

啓発活動の始まり	Comment by いわ子 下山: 小見出し　です
　私たちが「擬似体験」というプログラムを活用しているのは、「車いす体験」や「アイマスク体験」を体験している子どもたちの感想を聞いたからです。
　「車いす体験やアイマスク体験」に参加した小学生の感想は「車いすに乗って斜めになった道を運転するのは難しかった！」「車いすでは、ほんの少しの段差を上がるにも介助してもらわなければ上がれなかった」「車いすで介助してもらって段差を上る時、身体が上向きになって、後ろに倒れるようで怖かった」とか「アイマスクをしたら、前後左右がわからなくなって動けなくなった」「アイマスクをして横断歩道を渡ろうとしたけれど、こわくて渡れなかった」など、みなさん、とても実感のある感想でした。
　そこで、「手をつなぐ応援隊」は、知的障がいや発達障がいについても実感できるような、全員参加型の擬似体験プログラムで活動を始めました。
　また、発達障がいのあるわが子や孫を殺めてしまった事件が身近に起きたこと、知的障がいのある人たちのグループホーム建設に地域住民の反対があったこと、相模原障害者施設殺傷事件などがあり、「私たちにできることはないのか」「障がい理解の啓発が必要」ということもあり、結成しました。

　5年前の初回は、福岡市の障がい者記念の集いでの長机1台のブースでした。そこに福岡市社会福祉協議会ボランティアセンター所長が寄って下さり、「ボランテイィア養成講座で実演しませんか」と勇気ある声をかけて下さったんです。
　そしてその3か月後、ボラティア養成講座に登壇する運びとなりました。擬似体験については「なるほど～」という声や笑い声も上がり、まずまずのスタートでしたが、90分の持ち時間のうち60分でネタが終わってしまうという事態が発生！私の「終わっちゃった」というつぶやきを聞いた社会福祉協議会の方の優しい微笑みのお顔は忘れません。残りの時間で一人一人に感想を聴かせてもらうことができました。「手をつなぐ応援隊」の汗だくデビューです。
このような始まりでしたが、社会福祉協議会の方とのご縁から公民館へ、公民館から学校や民生委員・児童委員の方へ、と次々と講座につながっていきました。
啓発活動の広がり	Comment by いわ子 下山: 小見出し　です
　　・特別支援学級にお子さんが在籍している保護者の方が、担任の先生に「ぜひ、うちの学校にも呼んでくだ
　　　さい」とお願いしてくれていて、担任の先生のご理解と熱意で毎年6年生の授業に組み込んでいただいて
いる。そして、その先生が移動された先の学校でも呼んでくださるようになった。
・公民館の人権講座に参加されていた校長先生やPTA役員の方が、「うちにも」と呼んで下さった。
・民生委員・児童委員の方の研修の時、「擬似体験って想像できなくて、少し不安があったのよ。でも、こんなに楽しくてわかりやすいものだったのね」と、他地区での研修にも呼んでくださった。
　このようにして少しずつ、毎年恒例化して呼んでくださったり、次を紹介してもらったり、新聞やテレビに取り上げてもらったりして、県内外に広がっています。
　最近は、「うちの地域でも啓発隊を作りたいので、啓発隊の作り方の研修を」と、依頼内容が広がったこともうれしいです。やはり、自分の暮らす地域の人たちには、身近な人で伝えていくことが、一番伝えたいことを伝えられます。各地に啓発隊ができるといいなと思っています。もちろん、啓発が必要なくなる社会が最終目標です。
プログラムについて
　プログラムの中身は、擬似体験、子育ての経験、伝えたいこと、を時間にあわせて構成しています。
　擬似体験プログラムは、たつの市の啓発隊「ぴーす＆ピース」から譲り受けたもので始めました。
　そして、社会福祉協議会でプログラムの改善や開発について協議する機会も設けていただきました。企業関係者や障がい児者の教育・福祉専門家、発達障がいのある子どもをもつ家族、公民館関係者、それぞれの立場からの助言をもらったり、障がい関係者とあまりかかわりのない企業の方からの意見や指摘は、私たちでは気づかない視点があり、プログラムに大いに活用させてもらっています。
　また、「受講することでいじめを誘発しないか、寝た子を起こすことにならないか。一人でもいじめにつながることは許されない」という質問もありましたので、他地域で長年啓発活動を行っている方に問い合わせをしました。「そんなことは一度もないわね」との返事でした。また、私たちを授業に招いて下さる先生は「もし、そのようなことがあれば、それは、私たちの日ごろの教育の課題ということです。課題が明らかになれば、私たちの責任で対応しなければいけないことです。マイナスになることはありません」と答えて下さいました。
　生徒の授業依頼があった時は、必ず事前に先生方に受けてもらい、プログラムの内容やクラスの様子、配慮する点などのご意見を伺って授業を構成しています。
　そして、全国手をつなぐ育成会連合会では啓発活動を推進していて、研修もあり、気軽に全国のなかまと意見・情報交換ができます。「どうしたらいいんだろう」と思うときに、すぐに相談できる仲間がいることは、とても心強いです。
　「面白かった」と言ってもらえるのが、一番うれしいです。参加した人たちが、疲れる、重苦しい気持ちになる、あるいは、感動で涙腺崩壊、ではなく、「面白かった。次も参加したい」とか「障がいのある人も地域の仲間じゃん」という人が増えるといいな、と思っています。

　「親の思いを押し付けていないか」「障がいのある人を“かわいそうな人”という負のイメージを強調していないか」については、常に特に注意しています。

オンライン講座も開始	Comment by いわ子 下山: 小見出し　です
　昨年度は、なすすべもなく講座の中止や延期が続きました。昨年度後半から、少しずつオンライン配信を取り入れる講座も始めています。今年度も延期や中止が続いていますが、90分フルバージョンでのオンライン講座もありました。録画配信の予定もあります。
　オンラインだから参加できる、という方がいらっしゃることもわかりました。
　オンライン講座は、参加者の方の反応が見えないこともあるという難しい点や、何より、パソコン機器音痴の私にとってはハードルが高く、必要に迫られて何とか行っている状態ですが、伝える手法が増えたことは、今後も「断らないモットー」を貫けそうです（笑）
　
伝えたいこと	Comment by いわ子 下山: 小見出し　です
　　みんなが楽しいと思える社会だといいなと思います。
　　さまざまな感じ方があることを知って、自分自身とお互いを認めて、尊重し合えるといいなと思います。そして、ひとりひとりがかけがえのない存在であることを感じてほしいです。
　「手がかかって困るなぁ」と思うときは、「本人が一番困っているのではないかな」。
　「なんで、わからんと？なんで、できんと？」と思うときは「どうしたらできるかな？」と思い合えるといいなと思います。
　幼児・学歴期の子どもたちに、大人がお手本となって、丁寧に正しい人権意識を伝えていくと、30年後は、だれもが楽しい社会になっているんいではないかなと考えています。
[image: ]　「手をつなぐ応援隊」の活動は、知り合うきかっけ作りです。知り合おうとする芽が、社会のあちこちに芽吹いくことを願って活動しています。	Comment by いわ子 下山: これは、手をつなぐ応援隊のマークです。





参加者感想紹介	Comment by いわ子 下山: 小見出し　です。

できたら、一人一人の感想を別々に角丸四角で囲んでもらえませんか。

擬似体験のときの、会場全体が「はっ！」となったり、「・・・？」となったりした状態、
あの感覚を体感するというのは、とても大切な経験になったと感じています。
また、保護者として、色々な葛藤の中での今があると正直なお話をしていただけたことも、
頭ではなく、心の奥底に伝わる内容でした。（役場職員）

障がいをもったお客様に対する応対の仕方や声のかけ方等が役に立ちます。（ショッピングモールスタッフ）

障がいがあることが不幸ではないと思いました（小学生：小学生向けボランティア講座）

特別支援学級の子には近づかないようにしていたけど、ぼくと一緒だと思った。（小学6年生：授業）

知的障がいや発達障がいについて初めて実感した。明日から学校で活かします。（教職員）

初めて眠らない研修だった。面白くて良かった。（公民館人権研修）

はじめての体験で面白かった。とにかく障がい者は避けていたが、少し見方が変わった（公民館人権研修）

先生や子どもたち、そしてもっと多くの人たちに聞いてほしい。（PTA研修）

改めて利用者の方たちとのかかわり方を見直そうと思いました。障がいについて実感できた講座でした（福祉事業所職員）

今まで障がい者とかかわることが少なくて、今回の授業はとても勉強になりました。今日の学びを交番勤務で活かしたいと思います。（警察学校新入生）

あるあるの話だった。もっと広めてほしい。（企業に就職している発達障がいのある本人。）

いつもメモが遅くて授業についていけなかった。見え方が他の人とちがうことが初めてわかった。今度、先生に
相談してみる。（発達障がいのある高校生）

「手をつなぐ応援隊」問い合わせ先	Comment by いわ子 下山: 囲みで　わかりやすく、お願いします。
福岡市手青つなぐ育成会保護者会　電話　092－846-8245　E-mail　hogsha@fiku.jp


[image: ][image: ]	Comment by いわ子 下山: 写真の大きさ、新聞記事等の配置や大きさは、よろしいように配置をお願いいたします。
新聞記事は、記事にったことを伝えたいです。
どんなふうに切り抜けばよいかわからないので、全てをコピーしています。
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